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編 集 後 記

　仙台市立病院医学雑誌第 44巻をお届けいたします．本巻では原著 4編，症例報告 6編，

コメディカルレポート 3編の計 13編を収載し，昨年と比較するとかなりの大容量となりま

した．特にコメディカルレポートは，質・量ともにここ数年の中でもレベルの高い力作ぞろ

いとなったように思います．本誌を刊行できる環境を提供していただいた皆様に感謝いたし

ますとともに，学術活動をたゆまず続けておられる先生方にあらためて敬意を表したいと存

じます．

　それにしても，何故，何のために我々は研究し論文を書くのでしょうか．学位を取得する

ため？出世するため？研究資金獲得のため？学会賞などの賞を獲得するため？…いずれも一

面的には論文を書く理由にはなりそうですが，真髄ではなさそうです．過日，2023年度のノー

ベル医学生理学賞を受賞したカタリン・カリコ教授を特集したテレビ番組を見ました．新型

コロナワクチンで一躍有名になった mRNAワクチンを開発したことが，ノーベル賞受賞の

理由となった主な業績です．その番組の中で彼女が，「ノーベル医学生理学賞を受賞し称賛

を受けることは，それほど重要ではない．うれしいのは，私の研究によって誰かが救われた

ということだ」というようなことを述べていましたが，おそらくこれこそが論文を書く真髄

なのだろうと思います．

　自分の経験や研究で得た知見を論文という形にして残す．誰かを救うために．いつか誰か

の何かの役に立つために．

 （刈部　博）
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